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事業主の退職金…小規模企業共済に加入しましょう！（詳しくは商工会へ） 

あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

     

本
年
も
役
職
員
一
同
ᵧ
地
域
経
済
発

展
の
た
め
ᵧ
よ
り
い
ᵻ
そ
う
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
ᵨ 

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
ᵧ
商
工
会
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
ᵧ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
ᵨ 令

和
六
年
一
月 

小
須
戸
商
工
会 

会
長 

山
口 

能
行 

 

副
会
長  

星
田 

浩
意 

副
会
長  

藤
田 

啓
典 

理
事 

髙
野 

浩
和 

理
事 

板
井 

雅
明 

 
 

理
事 

高
野 

和
之 

理
事 

村
山 

朋
浩 
 

理
事 

砂
井 

時
雄 

理
事 

梅
津 

三
洋 

理
事 

小
林 

市
蔵 

理
事 

内
山 

芳
郎 

秋
葉
区
役
所
に
お
い
て
ᵧ
二
月
十
六
日

よ
り
申
告
に
関
す
る
相
談
会
場
が
設
置
さ

れ
ま
す
が
ᵧ
確
定
申
告
会
場
の
入
場
に
は
ᵧ

入
場
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
ᵨ 

①
国
税
庁
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
か
ら
事
前
発
行 

②
会
場
で
当
日
配
布
ᶝ
配
布
状
況
に
よ

り
相
談
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ᵧ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
入
場
整

理
券
の
事
前
発
行
を
お
す
す
め
し
ま
す
ᶞ 

䣗
来
場
予
約
受
付
開
始
䥹
予
定
䥺䣘 

令
和
六
年
一
月
十
五
日
䥹
月
䥺 

䣗
令
和
五
年
分
の
確
定
申
告
期
間 

(
納
期
限)

䣘 

≪

所
得
税≫

 

二
月
十
六
日(

金)

䦅
三
月
十
五
日(
金) 

 
 
(

振
替
納
税
は
䣍
四
月
二
十
三
日
䥹
火) 

≪

贈
与
税≫

 

二
月
一
日(

木)

䦅
三
月
十
五
日(

金) 

≪

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税≫

 

二
月
十
六
日(

金)

䦅
四
月
一
日(

月) 

(

振
替
納
税
は
䣍
四
月
三
十
日(

火) 

☆
振
替
納
税(

口
座
引
落
し)

を
選
択
さ
れ

ま
す
と
䣍
振
替
期
日
の
引
落
し
を
も
䣬
て
䣍

期
限
内
納
税
と
な
り
ま
す
の
で
お
得
で
す
䣎 

希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
税
務
署
へ
䣓
口
座
振

替
依
頼
書
䣔
の
提
出
が
必
要
で
す
ᵨ 

近
年
ᵧ
税
務
署
か
ら
所
得
税
の
申
告
書

用
紙
の
送
付
に
代
わ
ᵻ
て
ᵧ
ハ
ガ
キ
ᶝ
又
は

通
知
書
ᶞ
が
発
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
ᵧ
こ

の
ハ
ガ
キ
に
は
確
定
申
告
に
必
要
な
内
容

が
記
載
さ
れ
て
お
り
ᵧ
必
ず
必
要
と
な
り

ま
す
ᵨ
当
会
に
確
定
申
告
の
相
談
指
導
を

依
頼
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
ᵧ
申
告

に
必
要
な
書
類
と
一
緒
に
お
知
ら
せ
ハ
ガ

キ
协
又
は
通
知
書
卐
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
ᵨ
な
お
ᵧ
ハ
ガ

キ
は
一
月
下
旬
以
降
を
め
ど
に
ᵧ
順
次
発

送
さ
れ
る
見
込
み
で
す
ᵨ 

令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
ᵭγ
新
潟
県
最

低
賃
金
ᵮ
が
ᵧ
時
間
額
九
三
一
円
に
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
が
ᵧ
特
定
の
産
業
に
か
か
る

最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
一
部
ᵧ
令
和
五
年

十
二
月
以
降
ᶝ
下
記
表
参
照
ᶞ
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
の
で
ᵧ
ご
確
認
く
だ
さ
い
ᵨ 

                       

令
和
四
年
一
月
に
改
正
さ
れ
た
電
子
帳

簿
保
存
法
に
つ
い
て
ᵧ
令
和
六
年
一
月
一

日
よ
り
本
格
的
に
適
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
ᵨ 

ᵱ
電
子
帳
簿
保
存
法
の
概
要
ᵲ 

電
子
帳
簿
等
保
存
制
度
と
は
ᵧ
税
法
上

1 月 

の花 
 

すいせん 

 

商
工
こ
す
ど 

か
わ
ら
版 

第２８３号 

小須戸 

商工会 

 

電
子
帳
簿
保
存
法
の 

 
 

内
容
が
改
正
さ
れ
ま
す 

理
事 

武
田 

 

聡 

理
事 

小
池
富
美
雄 

理
事 

川
瀬 

雅
司 

理
事  

吉
田 

松
夫 

理
事 

高
井 

 

学 

理
事 

加
藤 

由
輝 

理
事 

渡
辺 

 

純 

理
事 

高
橋 

綾
子 

監
事 

小
見 

健
雄 

監
事  

名
古
屋
信
広 

職

員

一

同 

特
定
産
業
の
最
低
賃
金 に

つ
い
て 

産業別最低賃金 時間額 効力発生日 

新潟県最低賃金 

（新潟県で働くすべての労働者に適用

されます） 

９３１円 
令和5年 

  10月 1日 

電子部品・デバイス・電子回路、電気機

械器具、情報通信機械器具、製造業 
１,００５円 

令和5年 

  12月 27日 

自動車(新車)、自動車部分品・附属品

小売業 
９９７円 

令和5年 

 12月 20日 

各種商品小売業 ９３２円 
令和5年 

 12月 30日 

 

新
津
税
務
署
か
ら 

確
定
申
告
に
係
る
お
知
ら
せ 

確
定
申
告
の
ご
相
談
の
際
に
は 

お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
が
必
要
で
す 



小須戸商工会 TEL 38-2560 FAX 38-2027      R6.1.1 

事業主の退職金…小規模企業共済に加入しましょう！（詳しくは商工会へ） 

保
存
が
必
要
な
ᵭ
帳
簿
ᵮ
や
ᵭ
領
収
書
・
請

求
書
・
決
算
書
な
ど
ᶝ
国
税
関
係
書
類

ᵮð

を
紙
で
は
な
く
電
子
デ
ᶌ
タ
で
保
存
す
る

こ
と
に
関
す
る
制
度
を
い
い
ᵧ
三
つ
の
制

度
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
ᵨ 

①
電
子
帳
簿
等
保
存 

②
ス
キ
ᶆ
ナ
保
存 

③
電
子
取
引
デ
ᶌ
タ
保
存 

①
電
子
帳
簿
等
保
存 

税
法
上
保
存
が
必
要
な
帳
簿
・
書

類
を
パ
ソ
コ
ン
等
で
作
成
し
た
場
合

は
ᵧ
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
せ
ず
に
デ
ᶌ

タ
の
ま
ま
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
ᵨ

※
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ᵨ 

②
ス
キ
ᶆ
ナ
保
存 

紙
の
請
求
書
・
領
収
書
な
ど
は
ᵧ
そ

の
書
類
自
体
を
保
存
す
る
代
わ
り
に
ᵧ

ス
キ
ᶆ
ナ
や
ス
マ
ᶌ
ト
フ
ᶄ
ン
ᵧ
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
で
読
み
取
ᵻ
た

電
子
デ
ᶌ
タ
を
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
る
ᵨ
※
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ᵨ 

③
電
子
取
引
デ
ᶌ
タ
保
存 

領
収
書
・
見
積
書
・
請
求
書
な
ど
に

相
当
す
る
デ
ᶌ
タ
を
電
子
デ
ᶌ
タ
で

や
り
と
り
し
た
場
合
に
は
ᵧ
一
定
の

ル
ᶌ
ル
の
下
で
ᵧ
そ
の
デ
ᶌ
タ
ᶝ
電
子

取
引
デ
ᶌ
タ
ᶞ
を
保
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ᵨ
※
義
務
規
定
で
あ
り
ᵧ
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
ᵨ 

①
②
は
強
制
で
は
な
い
の
で
ᵧ
事
業
所

の
判
断
で
決
め
ら
れ
ま
す
が
ᵧ
③
に
つ
い

て
は
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
ᵧ
一
月
一

日
よ
り
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
ᵨ 

ご
不
明
な
場
合
は
ᵧ
商
工
会
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
ᵨ 

新
潟
県
内
商
工
会
お
よ
び
新
潟
県
商
工

会
連
合
会
で
は
ᵧ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
事
業
者

の
皆
様
か
ら
の
ご
相
談
に
対
し
て
ᵧ
専
門

知
識
や
指
導
経
験
を
有
す
る
専
門
家
ᶝ
エ

キ
ス
パ
ᶌ
ト
ᶞ
を
派
遣
し
ᵧ
経
営
上
の
課
題

解
決
を
サ
ポ
ᶌ
ト
し
て
い
ま
す
ᵨ 

 

ᵭ
エ
ネ
ル
ギ
ᶌ
そ
の
他
の
物
価
高
騰
ᵮγ

ᵭ
最
低
賃
金
の
引
上
げ
へ
の
対
応
ᵮγ
ᵭ
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
ᵮγ
ᵭ
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
導
入
等
の
対
応
ᵮ
と
い
ᵻ
た
事
業
環
境

変
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
ᵧ
今
後
の
経
営

に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
事
業
者
の

方
は
ᵧ
こ
の
機
会
に
専
門
家
へ
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
ᵨ 

䣗
専
門
家
派
遣
に
つ
い
て
䣘 

・
相
談
内
容
に
応
じ
て
䣍
専
門
家
を
コ
䤀

デ
䣵
ネ
䤀
ト
し
ま
す
䣎 

・
原
則
䣍
専
門
家
が
直
接
事
業
所
に
出
張

し
䣍
指
導
助
言
し
ま
す
䣎
日
程
は
専
門
家

と
調
整
し
て
決
定
し
ま
す
䣎 

・
専
門
家
の
謝
金
䣍
出
張
旅
費
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
䣎 

・
相
談
指
導
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
厳
守

で
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
問
合
せ
・
申
込
先
䣘 

小
須
戸
商
工
会 

事
業
承
継
の
こ
と
で
お
悩
み
は
あ
り
ま

せ
ん
か

ᵭρ
後
継
者
が
い
な
い
ᵮγ
ᵭ
後
継
者

は
い
る
け
ど
ᵧ
承
継
方
法
が
わ
か
ら
な
い
ᵮγ

ᵭ
後
継
者
を
で
き
れ
ば
保
証
人
に
し
た
く

な
い
け
ど
ᵧ
可
能
な
の
か
ᵮγ
ᵭ
日
々
の
仕
事

で
精
い
ᵻ
ぱ
い
ᵨ
事
業
承
継
の
こ
と
ま
で

考
え
ら
れ
な
い
ᵮ
な
ど
の
事
業
承
継
に
関

す
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
ᵨ 

中
小
企
業
の
事
業
承
継
・
事
業
引
継
ぎ

に
関
し
て
ᵧ
秘
密
厳
守
で
相
談
を
承
り
ま

す
ᵨ
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
ᵨ 

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
小
須

戸
商
工
会
館
に
て
開
催
し
ま
す
ᵨ 

相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
の
で
ᵧ
相
談

日
の
二
日
前
ま
で
に
小
須
戸
商
工
会
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
ᵨ 

䣗
相
談
日
䣘 

令
和
六
年
一
月
十
六
日
协
火
䥺 

䣗
相
談
時
間
䣘 

午
前
十
時
䦅
正
午 

䥹
相
談
時
間
は
一
組
三
十
分
ま
で
䥺 

䣗
会
場
䣘
小
須
戸
商
工
会
館 

䣗
相
談
員
䣘
板
垣 

剛 

弁
護
士 

䣗
相
談
内
容
の
例
䣘 

売
掛
金
の
回
収
䣍
従
業
員
と
の
労
働
契
約

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
䣍
交
通
事
故
䣍
遺
産

相
続
䣍
多
重
債
務
䣍
リ
䤀
ス
契
約
な
ど 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ᶝ
公
益
財
団
法
人
に
い
が
た

産
業
創
造
機
構
ᶞ
は

ᵯγ
新
潟
県
の
産
業

を
活
性
化
す
る
ᵰ
を
使
命
に
ᵧ
県
内
企
業

の
皆
さ
ま
を
応
援
し
て
い
ま
す
ᵨ 

䣗
事
業
内
容
䣘 

○
新
商
品
・
新
技
術
を
開
発
し
た
い 

○
市
場
顧
客
の
ニ
䤀
ズ
が
わ
か
ら
な
い 

○
売
れ
る
商
品
づ
く
り
と
は 

 
 

な
ど 

皆
さ
ま
の
挑
戦
や
お
悩
み
を
䣍
多
彩
な
メ

ニ
䣻
䤀
に
よ
り
サ
ポ
䤀
ト
し
ま
す
䣎 

補
助
金
等
資
金
的
支
援
を
は
じ
め
䣍
専
門

家
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
䣍
セ
ミ
ナ
䤀
・
研

修
䣍
オ
フ
䣵
ス
・
設
備
レ
ン
タ
ル
䣍
マ
䣹

チ
ン
グ
支
援
䣍
テ
ス
ト
マ
䤀
ケ
テ
䣵
ン
グ

支
援
䣍
商
品
評
価
ブ
ラ
䣹
シ
䣻
ア
䣹
プ
な

ど
様
々
な
支
援
を
行
䣬
て
い
ま
す
䣎 

䣗
お
問
い
合
せ
先
䣘 

公
益
財
団
法
人
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構 

電
話 

〇
二
五‐

三
八
四‐

〇
六
五
四 

Ｅ
メ
䤀
ル 

info@nico.or.jp 

無
料
法
律
相
談
会
の
ご
案
内 

ニ
コ
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か 

事
業
承
継
相
談
の
ご
案
内 

経
営
課
題
を
抱
え
る 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ 

専
門
家
を
派
遣
し
ま
す 


